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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月17日(2014.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シクロデキストリンを用いて調整した神経刺激性ステロイド麻酔薬を含む製剤において
、当該神経刺激性ステロイド麻酔薬が、アルファキサロン、アルファドロン、アロプレグ
ナノロン、ガナキソロン、プレグナノロン、アセブロコール、ヒドロキシジオン、ミナキ
ソロン、テトラヒドロキシコルチコステロン、又は、重水素化された、トリチウム化した
、あるいは標識付誘導体、その塩からなるリストから選択され、前記シクロデキストリン
がその（７）スルホブチルエーテル誘導体であり、前記神経刺激性ステロイド麻酔薬とシ
クロデキストリンのモル比が、錯体形成比が１：２乃至１：６であるアルファドロンを除
いて、１：１．６乃至１：６であることを特徴とする製剤。
【請求項２】
　請求項１における製剤において、前記神経刺激性ステロイド麻酔薬とシクロデキストリ
ンのモル比が、１：２乃至１：６であること特徴とする製剤。
【請求項３】
　請求項１における製剤において、前記神経刺激性ステロイド麻酔薬とシクロデキストリ
ンのモル比が、１：４乃至１：６であること特徴とする製剤。
【請求項４】
　請求項１における製剤において、前記神経刺激性ステロイド麻酔薬とシクロデキストリ
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ンのモル比が１：６であること特徴とする製剤。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の製剤がさらに、抗菌剤、保存剤、緩衝剤及び／
又はコポリマのうちの一またはそれ以上を含むことを特徴とする製剤。
【請求項６】
　請求項５に記載の製剤において、前記コポリマが、ヒドロキシプロピルメチルセルロー
ス、ポリビニルピロリドン、及び、カルボキシメチルセルロースから選択されることを特
徴とする製剤。
【請求項７】
　請求項５に記載の製剤において、前記緩衝剤が存在する場合に、ｐＨが約５．５乃至約
８であることを特徴とする製剤。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の製剤において、前記誘導体がスルホブチルエー
テル－アルキルエーテルシクロデキストリンであることを特徴とする製剤。
【請求項９】
　請求項８に記載の製剤において、前記シクロデキストリンがスルホブチルエーテル－エ
チルエーテル、β－シクロデキストリン、又はそのナトリウム塩であることを特徴とする
製剤。
【請求項１０】
　ヒト対象に麻酔又は鎮静を導入する薬剤の製造における請求項１乃至９のいずれか１項
に記載の製剤の使用。
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